
　当院では、患者様一人ひとりに丁寧な診察を行い、症状の
背景にある病気を見極めながら、尿検査や超音波検査、内視
鏡検査など必要な検査を実施しています。また、恥ずかしさや
抵抗感がある方にも配慮した診療を心がけています。

　泌尿器科は男性のイ
メージが強いかもしれま
せんが、当院では男女問
わず多くの方にご来院い
ただいています。落ち着
ける空間を提供し、受付
とは別に問診・処置室を
設け、安心して相談でき
る環境を整えております

ので、お気軽にご来院いただければと思います。
　松山市民病院の先生方には、入院治療を要するような急変
の患者様の対応など、快くお引き受けいただいております。特
に泌尿器科の先生方には、結石などで手術が必要な場合に
お世話になる機会が多く、大変感謝しております。
　昨年より松山市民病院でも
前立腺癌に対してロボット支
援下による手術が可能にな
り、患者様の選択肢が増え、大
変喜ばしく思っております。引
き続きどうぞよろしくお願い
いたします。
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当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。
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電話番号 ： 089-907-5200
診療科 　： 泌尿器科
休診日　 ： 月曜午前・土曜午後・日曜・祝日　　　　
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副院長を拝命するにあたり思うこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副院長　木村 真士

　この度、副院長という大役を引き受
けさせていただくこととなりました、
外科・緩和ケア科の木村です。当院
には現在の専攻医的な立場で 1995
年から2 年３ヶ月間お世話になり、そ
の後、2001 年 11 月から現在まで外
科医として臨床に携わってきました。
また 2009 年から緩和ケアチームの代
表的立場も務めており、さらに 2024
年 4 月からは緩和ケア病床を立ち上
げ、悪性疾患終末期の患者さんを中
心に緩和ケアの実践もさせていただ
いております。副院長を拝命するにあ
たり、私が思う患者さんやご家族との
コミュニケーションの重要性について
お話したいと思います。
　皆様もご経験があると思いますが、
患者さんやご家族との間に信頼関係
がある場合には、疾患に対する治療
がスムーズに行え、トラブルになるこ
とが少ないと感じます。このように患
者さんとの信頼関係を構築することが
診療において非常に重要だと実感し
ています。そして、信頼関係を築くた

めにはコミュニケーションが大事だと
思います。初めて患者さんやご家族
に接した時から信頼関係を構築する
過程は始まると言われています。最近
はカルテが電子化されたために様々
なデータがパソコンの画面上に存在
するようになりました。そのため診察
する際に電子カルテの画面ばかりを
見て、患者さんを見ないことが増えて
いると感じます。さらに、医療機器の
進化により患者さんに触れることなく
バイタルサイン等を把握することも可
能となりました。患者さんに接する機
会が減り、患者さんとの距離が遠くな
り、ひいては患者さんやご家族に不
信感を抱かせ、信頼関係の構築の障
害となっているようにも思います。こ
のため医療者は自身の五感を使いな
がら患者さんと向き合い、患者さんの
目を見て話すことが重要ではないかと
常々思っています。
　私がコミュニケーションの重要性を
強く感じるようになったのは終末期の
緩和ケアに従事するようになってから

です。終末期の患者さんは様々な苦
痛を抱えているため悲観的だったり、
感情がうまく出せずに攻撃的になった
りすることもあります。このような場合、
患者さんの目を見て、患者に触れて
（そばにいて）、話をするということだ
けで患者さんに安心感を与えることが
でき、また患者さんが落ち着きを取り
戻し、以後の症状緩和が行いやすく
なることを何度も経験しました。
　患者さんやご家族との関係性は医
療を提供する上で非常に重要と感じて
います。昨今、日本も訴訟大国となり
医療訴訟も増えています。患者さんや
ご家族との関係を良好に保つことが医
療訴訟の回避にも繋がり、治療効果
の上昇にも繋がると思います。
　臨床しか知らない私のようなものに
副院長という大役を務めることができ
るのか、大変不安ではございますが、
誠心誠意頑張っていきたいと思います
ので、何卒ご指導並びにご鞭撻の程
よろしくお願いいたします。

△水曜日診療19：00まで
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連携医療機関の紹介

荒木　映雄　先生

56

19

衣山駅

ニトリ

松
山
環
状
線

シネマサンシャイン
衣山

DCMダイキ

あらきクリニック

ハローワーク セブンスター

四電工
愛媛支店

ドコモショップ

中央
ボウル

永頼フェスティバルでの鏡開きの様子 ( 愛媛県県民文化会館 真珠の間）

　当院は2025（令和7）年3月1日付で、愛媛県から『紹介
受診重点医療機関』として公表されました。これは、地域
のかかりつけ医と病院との役割分担を進め、専門的な医
療をより必要とする方が適切に受診できる体制を整える
ことを目的とした制度です。

　これに伴い、紹介状をお持ちでない方が初めて当院
を受診される場合には、「初診時選定療養費」として以下
の費用をお支払いいただきます。

【医科】　　　　7,700円（税込）
【歯科口腔外科】5,500円（税込）

　また、他の医療機関への紹介状を交付されたにもか
かわらず当院を再受診された場合も、再診料とは別に
一部費用をご負担いただく場合があります。

　当院では引き続き、地域の医療機関と連携し、適切な
医療の提供に努めてまいります。受診の際は、できるだ
けかかりつけ医を受
診のうえ、紹介状をご
持参くださいますよう
ご理解とご協力をお
願いいたします。

紹介受診重点医療機関として公表されました 2025 年版 松山市民病院オリジナル Tシャツのご紹介

　2月に完成しました、2025 年版の松山市民病院オリジナル
Tシャツが、今年もさまざまな場面で活躍しています。
　今回のデザインは、2024 年度の研修医の先生方が考案し
たもので、若さあふれる感性とユーモアが詰まった、親しみ
やすい一枚となりました。

　中央には「松山市民病院」の文字と、か
わいいネコが配置され、見る人の心を和ま
せてくれます。また、ネコの下には「2024 
永頼会 60th anniversary」「2026 松山市民
病院 70th anniversary」と記されており、
記念の意味も込められた特別なデザインで
す。

　この Tシャツは、マラソン大会や地域イベント、ボランティ
ア活動などで職員が着用しており、すでにマラソン大会などで
も多くの場面で活用されました。Tシャツを通じて地域の皆さ
まに笑顔と親しみを届けることができ、職員にとっても一体感
を高めるきっかけとなっています。
　今後も地域に根ざした病院として、職員一同この Tシャツと
ともにさまざまな活
動に取り組んでまい
ります。見かけた際
は、ぜひあたたかい
お声がけをお願いい
たします。

愛媛マラソンご声援ありがとうございました！


